




































































た。保育 所,幼 稚 園 にお いて3・4・5歳 児保
護者 に調 査票が 配布 され,留 め置 き法 によ り調
査 が実施 され た。2月 下旬 よ り3月 に保育所40
箇所,幼 稚園24箇 所 よ り回収 された調査票 の返
送があった。有効 回収数 は保 育所1,617票,幼 稚
園2,909票,有 効 回収率 は各 々59%,82%で ある。
計4,526票 を分析 対象 とした。
　 主 な調 査項 目は,子 どもの生活 習慣,塾 ・習
い事,子 どもの性 格認知,将 来へ の希望,家 庭
教育,子 育て支援 の利用,子 育 て感,子 育 て観
で ある。
　 調査対象 となった幼 児は3歳 児4.6%・4歳 児
27.8%・5歳 児31.7%・6歳 児27.7%,男 児50.2%・
女児47.1%,保 護 者(記 入者)は 母親95.9%・
父親2,6%,73%が30歳 代 であ った。













との選択肢を設けた。「5」 を選択 した161名 を
ひとり親の母親と判断 した。この方法では,ひ
とり親か否かを正確に区別で きていない恐れが
ある。 しか し,保 育所,幼 稚園をとお して不特
定の保護者を対象に行った本調査では,人 権に




















ろばん」「英語」「計算 ・書 き取 りなどのプリン
ト教材教室」「通信教育」「小学校受験のための
塾や家庭教師」「その他」の15の 選択肢を設け,



























ていると感 じられる」「毎日毎日同 じことの繰 り
返 ししかしていないと思 う」「子どもを育てるた
めに我慢ばか りしていると思う」の7項 目を採










で とても多いが,「 毎 日同 じことの繰 り返 し」
「仕事や趣味を制約 される」「どうした らよいか
わか らない」 と思 う母親 も5割 前後いた。「子ど
もがわず らわしい」 と思うことが 「よくある」
と答えたのは1%,43人 で少ないが,「時々ある」


























い る」 「あ ま り満足 してい ない」 「まった く満足














り出して,年 齢,職 業,同 別居による家庭教育
を分析 したところ,一 緒 に図書館に行 く頻度は,
40歳 代が他の年代よりも高 く,ま た,同 居の母
親が別居の母親よりも高い結果 となった。
皿.研 究結果 と考察
1.対 象 とす るひ とり親 家族 の状況
　 ひ と り親家族 の母親 は,幼 稚 園に子 ど もを預
け る母 親が29名(18%),保 育所 は132名(82%)
で あっ た。 平均 子 ど も数 は1.82人 であ り,2人
親 の家族の平均 子 ども数2.08人 よ りも有 意 に低
くなった。母 親の年齢 は,20歳 代36名(22.4%),
30歳 代95名(59%),40歳 代28名(17.4%)で あ り,
2人 親 と比較す ると20歳 代の母 親が有意 に高 く
なってい る。職業 は,フ ル タイム56名(34.8%),
パ ー トタイム78名(48.4%),自 営5名(3.1%),
無職20名(12.4%)で あ る。 親 と同居 して いる
者 は55名(34.2%),別 居106名(65.8%)で あ っ
た。保 育所 に預 ける比 率,フ ル タイム ・パー ト
タイム,同 居 の割合 が,2人 親家 族 よ りも有 意
に高 くなって いる。
2.2人 親 と比較 したひ とり親家族の子育てと
　家庭教育の実態
①　家庭教育
　 2人 親 との有意差がみ られたのは,15項 目中
「絵本や本の読み聞かせをする。」(p=0),「 一緒
に近所や京都市の図書館に行 く」(p=0.001),「 休




平均値をひとり親,2人 親別に図5に 示 した。
いずれ もひとり親の頻度が低 くなっている。 こ
れらの家庭教育は,優 先順位か ら判断すると,
目に見える効果がすぐに期待で きない性質のも
図5　 ひとり親 ・2人親別,家 庭教育
②　習い事
　 3～5歳 児が調査の対象であるので,何 もし
ていない子どもが全体の4割 以上であったが,
習い事の平均数はひとり親は0.64,2人 親は0.99
であった。T検 定の結果,ひ とり親家族の子 ど
もは有意に習い事の数が少ない結果となった(pニ0)。
後述の 自由記述(B)に もあるように,経 済的に
困難な状況がうかがえる。
　習い事の数に関して も,家 庭教育 と同様にひ
とり親のなかで分析 を行ったところ,同 居の方
が平均数が多 く,職 業では,平 均数が,フ ルタ
イム,無 職,自 営業,パ ー トタイムの順で有意
に高 くなった。同居の方が経済的に余裕がある,




認められた(p=0)。 図6に 示す ように,高 校 と
大学 に大 きな差がみ られる。ひとり親は大学に
進 ませたい割合が大変低 くなり,高 校が2人 親
の約2倍 になっている。習い事 と同様,経 済的
　 4
発 達 教 育 学 部 紀 要
な状況が背景にあることが推察される。
図6　 ひとり親 ・2人親別,教 育期待
④ 子育て感 ・子育て意識
　T検 定を行った結果,子 育て感は10項 目中3















当然の結果であ り,自 分の生 き方を大切にした
い,子 育ては社会全体で行うものとい う考え方




り 「同じ年 くらいの保護者 と話す」(p=0)は 平
均値が2人 親よりも低 く,「親や知 り合いに子 ど
もを預かってもらう」(p=0.002)は,逆 に高い
結果となった(図8)。 ひとり親は,親 との同居







図8　 ひとり親 ・2人親別,子 育てネットワーク
⑥ 子育て満足度
　子育て満足度の平均値は,ひ とり親の母親が










図7　 ひとり親 ・2人親別,子 育て感,子 育て意識
3.ひ とり親家族の母親の自由記述
　質問紙の末尾に 「子育てについて,お 悩みや
ご意見などあ りましたら,ど んなことで も結構





















　で。子 どもがかわいそう。毎 日ではあ りま
せんが,か わいすぎるわが子に愛をこめた
　バグをしています。この愛子どもに届いて















　　産を何 とか してや りたいです。頭のいい子










かわ りになることもで きない。子 どもにとっ
てこれでいいのか と少し不安である。」(40












難さ,仕 事を見つけることが難 しい実態 を3名
の母親が述べた。
　 F:「 母子家庭で子 どもが2人 います。パー
　　 トに出ているんですが,病 気 した時がすご
　　 く困っています。」(30歳 代,パ ータイム,
　　別居,子 ども2人)









護の額 も年 々減 ってい ます。」(20歳 代,パ ー



















　　お ります。」(30歳 代,フ ルタイム,同 居,
　　子 ども2人)
⑤ その他子育て全般に関する悩み,意 見
　その他の11名 は,ひ とり親 とは関係なく,叱
り方,反 抗期の子 どもの対応,保 護者 との対応
の悩み,余 裕のない子育,子 育て情報,子 育て
支援に対する意見などについて述べ ている。以
下,そ の一部 を示す
　K:「 叱ると怒るの一線が よくわか らない。」
　　 (30歳代,無 職,別 居,子 ども2人)
　 L:「 叱るとつい感情的になって しまう。」
　　 (30歳代,無 職,同 居,子 ども3人)
　M:「 反抗期の時の対応。」(30歳 代,パ ー ト
　　 タイム,別 居,子 ども1人)
　 0:「 私 自身仕事をしているのですが疲れて
　　いたりす ると一緒に遊んだ り…なかなかか
　　 まってあげ られない。 もっと子 どもとの時
　　間を大切 にしなければ…と思っているので
　　すが。」(30歳 代,パ ー トタイム,別 居,子
　　 ども1人)
　 P:「 同じ年の保護者 との距離感が難しい。」
　(30歳 代,パ ー トタイム,別 居,子 ども2人)
Q:「 いろ んな情 報が あって も正 し くないこ
とも多いので人によっては混乱すると思 う。
特 にマ スコ ミの在 り方 は ち ょっ と…疑 問。」
　(20歳 代,パ ー トタイム,別 居,子 ども2人)
R:「 上京 区に託児サ ー ビスのある所が ない
　の で困ってい る。(現 在中京区 まで行 ってい
　る。)近 くて安 い一 時保 育サー ビスや託 児所
　を作 って ほ しい。」(20歳 代,パ ー トタイム,
　同居,子 ども1人)
】V.ま とめと今後の課題
　2009年1月 ～3月 に,京 都市の保育所 ・幼稚
園を通 して,3・4・5・6歳 児をもつ保護者
に対 して行った質問紙調査データを用いて,ひ
とり親家族 と,2人 親家族 との家庭教育 と子育
ての比較を行った。その結果得 られた知見は以
下の4点 にまとめることがで きる。
① 対象 となったひとり親家族の母親は,平 均
　　子 ども数が2人 親家族より低 く,20歳 代の
　　母親が多い。保育所に預ける比率,フ ルタ
　　 イム ・パー トタイム,同 居の割合が,2人
　　親家族 よりも高かった。
② 家庭教育は,本 の読み聞かせ,図 書館へ行
　　 くこと,動 物園や美術館などに行 くことな






④ 同居率の高 さを背景に,子 どもを預ける頻





　　 に多 くなるなど,先 行研究も示すように(神
　　 原2010),ひ とり親家族の階層化が うかがわ
　　 れた。
　以上の結果から,ひ とり親家族への支援は,
階層 に応 じた経済的支援に加 えて,母 親の時間
的余裕のなさを解消するような生活支援,休 日
の外出を促進するようなレクリエーションの支






















族社会学研究.]18 -2， I -24 





『家族社会学研究.]21-1， 45 -56 
竹村祥子， 2009 I子育てのこ極化の問題点はなに




支援についてJr家族関係学.]27， 17 -21 
室雅子， 2008 I研究活動委員会報告 地方自治体
における支援策Jr家族関係学.]27， 27-31 
神原文子， 2008 INPO法人 しんぐるまざあず・
ふぉーらむの実践から(そのl)Jr家族関係学』
27， 3-9 
中野冬実， 2008 INPO法人 しんぐるまざあず・
ふぉーらむの実践から(その 1) J r家族関係
学.]27， 11-15 
本村めぐみ， 2008 I研究活動委員会報告各自治
体調査における「自由記述回答」の結果から」
『家族関係学.]27， 33-38 
